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現在，国立情報学研究所で推進している人工頭脳プロジェクト「ロボットは東大に入れるか」1では大学
入試問題を解答するシステムの開発に取り組んでいる．
問題に解答するためには画像認識，知識処理など様々な要素技術が必要となるが，試験問題は基本的に

自然言語で記述されたテキストとして与えられるため，自然言語処理の果たす役割は特に大きいと言える．
実際に言語処理のタスクとして問題解答に取り組んでいる科目は多く，例えば，国語，社会，英語科目に対
しては表層的な類似性に基づいた手法 [1]や統計的解翻訳モデルを用いた手法 [2]，含意関係認識による手法
[3, 4]や質問応答システムを用いた手法 [5]などが提案されている．一方，数学や理科科目においては数式
処理ソルバや物理シミュレータを用いた計算処理が中心となる [6, 7]が，問題は他の科目と同様に自然言語
で与えられるため，これらとの接続のために言語処理の技術が必要となる．
しかし，現時点では全ての問題に対応できているというわけではなく，また取り組んでいる問題について

も目標としている精度に向けて解決すべき課題は残っている．
対応できる問題を増やし，性能を向上させるためには，まず問題として記述されている内容を “理解す

る”ことが必要であると考えられる．だが，この “書かれていることを理解する”というのはそもそもどう
いうことなのだろうか．また，現在の自然言語処理では，この言語の理解という問題に対して何ができ，解
くべき課題としてどういうものがあるのか．本発表では，プロジェクトを通して得られた知見からこれらの
問題について議論したい．
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